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令和４年度第１回越谷市文化財調査委員会 

日 時  令和４年４月２５日（月）午後２時～ 

会 場  越谷市役所第三庁舎５階 会議室６ 

次   第 

 １ 開  会 

 ２ あいさつ 

 ３ 報告事項 

   （１）文化財保護事業結果について 

（２）文化財保護事業計画について 

４ そ の 他 

 ５ 閉  会 
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― 越谷市文化財調査委員名簿 ― 

（任期：令和３年８月１日～令和５年７月３１日） 

（5０ 音順 敬称略） 

№ 氏  名 所属・役職等 性別 任 期 

１ 板
いた

 垣
がき

 時
とき

 夫
お 埼玉県文化財保護協会 

副会長 
男 

Ｒ5.７.31 まで 

（再任） 

２ 加
か

 藤
とう

 幸
こう

 一
いち 元越谷西特別支援学校 

教諭 
男 

Ｒ5.７.31 まで 

（新任） 

３ 鈴
すず

 木
き

 照
てる

 子
こ ＮＰＯ法人博物館活動支援センター

理事 
女 

Ｒ5.７.31 まで 

（再任） 

４ 高
たか

 崎
さき

 光
こう

 司
じ 元埼玉県立越ヶ谷高等学校 

教諭 
男 

Ｒ5.７.31 まで 

（再任） 

５ 橋
はし

 本
もと

 雄
ゆう

一郎
いちろう 越谷市立平方小学校 

主幹教諭 
男 

Ｒ5.７.31 まで 

（再任） 

６ 林
はやし

  貴史
た か し 久喜市文化財保護審議会 

委員 
男 

Ｒ5.７.31 まで 

（新任） 

７ 矢
や

 口
ぐち

 孝
たか

 悦
えつ 元羽生市教育委員会 

事務局職員 
男 

Ｒ5.７.31 まで 

（再任） 
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３ 報告事項 

①文化財の指定及び解除に関すること 

特になし 

②埋蔵文化財の発掘に関すること・・・・・・・【資料１】 

試掘調査を５か所、工事立会２か所、発掘調査を３か所実施。 

ア）試掘調査 

試掘調査５か所、工事立会２か所。いずれも遺構の確認はなし。 

イ）発掘調査 

・西大袋土地区画整理事業に伴う大道遺跡の発掘調査を３か所、51０㎡調査

を実施。古代・近世の溝・土坑を確認。 

・発掘調査№２地点において、平成３０年度から継続して確認出来ていた深さ

約２・５ｍの大溝より、１４世紀代の遺物を初めて確認。また、№３地点にお

いて平安期の地形の落ち込みを確認。 

ウ）出土遺物の保存処理 

・東方西口遺跡出土の木製品（小刀木製柄・木製椀）２点と鉄製品（小刀刃部）

１点の保存処理を実施した。 

③無形文化財の助成に関すること 

   特になし 

④指定文化財の修理復旧又は滅失、き損防止の措置に関すること・・・・・・【資料２】 

越谷市文化財保存事業費補助金交付要綱に基づき、１件の事業に対し補

助金を交付した。 

・市指定文化財「久伊豆神社の社叢」樹木診断及び台帳作成事業へ

1,435,０００ 円 

⑤指定文化財の現状変更の許可及び環境の保全のため必要な施設の勧告に関す

ること 

特になし 

⑥指定文化財の買収に関すること 

特になし 

（１）文化財保護事業結果について〔令和３年度実績〕
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⑦文化財の出品公開に関すること・・・・・・【資料２】 

指定文化財の所有者による有形文化財（彫刻）の開帳が計４回行われた。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、例年７月に実施されている民俗行

事「下間久里の獅子舞」は中止となり、「北川崎の虫追い」は関係者のみでの

小規模開催となった。 
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⑧その他、文化財の保存及び活用に関し必要と認める事項 

＜ ⑧―１ 文化財調査委員会に関すること ＞ 

（１）文化財調査委員に関すること 

 令和３年８月に委嘱式及び第１回会議を実施した。 

第２回会議は、令和４年２月１８日に開催を予定していたが、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため、令和４年２月１７日付書面にて事業報告を行った。 

区分 開催日など 内容 

第１回会議 令和 3年 ８月 4日 越谷市文化財調査委員委嘱式 

＜報告 1＞文化財保護事業結果について 

＜報告2＞文化財保護事業計画について 

活動報告 令和 4 年 2 月 1７

日 

＜報告＞平成 3 年度文化財保護事業結果

について（令和 3年 12月末現在） 

＜ ⑧―２ 文化財の施設管理に関すること ＞ 

（１）大間野町旧中村家住宅の国登録有形文化財への登録について 

【資料３】 

令和３年1０月 14日、保存民家「大間野町旧中村家住宅」の主屋
お も や

、納屋
な や

、土蔵
ど ぞ う

、

石蔵
いしぐら

、御嶽社
みたけ し ゃ

、長屋門
ながやもん

の６件が国の登録有形文化財（建造物）に登録された。 

これにより、本市の登録有形文化財数は 12件（令和４年 4月 1日現在）。 

（２）施設管理に関すること 

 (Ａ)施設修繕など 

  大間野町旧中村家住宅及び旧東方村中村家住宅において、修繕を実施し、

適切な管理に努めた。 

施設名 区分 内容 

大間野町 

旧中村家住宅 
修繕 

【納屋床修繕】 

・既存床の補強及び沈みの解消 

【主屋窓ガラス修繕】 

・鳥が衝突し割れた窓ガラス（ケシガラス）の交換修繕 

旧東方村 

中村家住宅 
修繕 

【敷地内の排水改善】 

・北側スロープ部排水溝の勾配調整（床付け） 

・管理棟下屋根雨どい付け替え 

・園庭排水改善 

・長屋門前ソイル舗装部分排水溝切 

【薬医門袖塀控え柱修繕】 

・経年劣化で割れた控え柱の交換修繕 
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（Ｂ）施設の利活用・・・・【資料４】 

大間野町旧中村家住宅及び旧東方村中村家住宅の公開・活用は、徹底した

感染防止対策を講じながら実施している。 

施設を活用した主催事業の実施にあたっては、参加者が安全な距離を保っ

て参加できるよう定員を制限し、事業の内容に応じて座席の配置を工夫してい

る。 

【入館者実績】 

施設名 項目 開館日 入館者 入館料 

大間野町 

旧中村家住宅 

Ｒ3実績 3０８日 1,35０ 人 ８5,4００円 

前年度比 132 日 4８6人 43,2００円 

旧東方村 

中村家住宅 

Ｒ3実績 3０８日 3,4０3 人 14０,62０ 円 

前年度比 133 日 1,９5８ 人 6８,2８０円 

【活用事業】 

施設名 学校利用 主催事業等 

大間野町旧中村家住宅 
4校 

2０７人 

７ 事業 

16９ 人 

旧東方村中村家住宅 
2校 

1７4 人 

９ 事業 

353人 

   ★新型コロナウイルス感染症の影響により中止した事業：4回 

＜ ⑧―３ 文化財調査事業に関すること ＞

（１）文化財基礎調査 ・・・・・【資料５】 

・越ヶ谷秋まつり関係（民俗行事の調査） 

文化財指定に向けた調査として、民俗行事に精通した団体へ業務委託をし

て、①行事に参加する関係団体への聞取り調査、②専門機関（埼玉県立文書

館など）での文献調査を実施し、『越ヶ谷秋まつり調査概報 一』を刊行した。 

（２）諸家文書調査 

     市史編さん当時に所在を確認し、目録を作成したのち所有者へ返却（現地保

存）となった史料の所在確認及び再整理を行った。 

  （Ａ）所有者：蒲生 中野家 

  （Ｂ）目録点数：4７1 点 
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（Ｃ）内 容： 市史編さん当時に目録化した古文書類16０点を預かり、埃取

り、目録の更新、保存方法の更新（中性紙封筒・中性紙箱への

入替）を行った。 

また、当時目録化されていない資料 311 点もあり、追加で整

理後、目録化して所有者へ返却した。 

＜ ⑧―４ 文化財の普及に関すること ＞ 

（１）「郷土資料館のあり方」検討 

（Ａ）「郷土資料館のあり方」とは 

越谷市の文化財保護の現状を把握し、郷土資料館に求められる「施設の機

能」や方向性を検討するもので、本市の歴史や地理、生活環境、民俗などの特

徴や把握している資料を踏まえた施設の規模や立地、機能などに関する点を整

理するものです。 

（Ｂ）令和３年度の検討項目 

№ 検討項目 対象 結果 

１ 中核市及び近隣市

町村の博物館・郷土

資料館について調査 

・全国の中核市 

・近隣市町村 

①比較対象とする中核市を地域的・歴史的

背景が近いエリアに限定する 

②近隣市町村は埼玉県東部地域を中心に、

宿場町や河川など、歴史的・自然的背景が

近い自治体とする。 

２ 市内各地区の展示

及び保存可能な歴史

資料などの調査 

『越谷市史』等の既

存の報告。 

主に、古文書などの諸家文書、石造物、民

俗行事について検証。それぞれ市史編さん

事業以降の現状が正確に把握できていない

ため、引き続き整理を行う。 

（２）文化財講演会の開催 

令和４年２月に令和３年度文化財講演会「越谷市ゆかりの画家～斎藤豊作・

倉田弟次郎～」を開催予定だったが、共催団体との協議により、新型コロナウ

イルス感染症の拡大防止のため、令和４年度に延期となった。 

なお、令和２年度文化財講演会の代替事業として令和３年２月に実施予定だ

ったが中止となった「お話会『越谷市内の古刹を訪ねる』」については、令和３年

７月に開催した。 
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【事業の概要】 

事業名 開催日 参加人数 内容など 備考など 

【延期】 

越谷市文化財講

演会 

2/11(祝) - 

(申込者

55人) 

テーマ：「越谷市ゆかりの画家～斎

藤豊作・倉田弟次郎」 

講 師：埼玉県立近代美術館職員 

佐藤 あゆか氏 

(定員)７０ 人 

ＮＰＯ 法人越

谷市郷土研究

会共催 

【開催】 

お話会「越谷市内

の古刹を訪ねる」 

７/4(日) 1７ 人 市内の本堂のあるお寺を全て見て

回った講師が、それぞれのお寺で発

見したことや不思議、見所などにつ

いて写真とともに紹介した。 

(定員)2０ 人 

ＮＰＯ 法人越

谷市郷土研究

会共催 

（３）越谷市文化財ボランティア活動（在宅活動実施・新規募集なし） 

令和２年度の登録者２９名に対し、継続の意向確認及びアンケート調査を実

施し、２９名全員が継続を希望した。令和３年度は新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため、新規募集は行わず、在宅でできる活動として、デジタルアーカ

イブでの公開を目指し、教育委員会で刊行し、現在絶版となっている『越谷の

歴史物語』『越谷ふるさと散歩』のテキスト化（本文入力作業）について、希望者

をつのり実施した。 

（４）指定文化財所有者に文化財保存謝礼を支出 

指定文化財所有者及び保存団体に対し一年間の保存・維持管理等に係る

経費の一部として補助を行った。 

指定数 対象件数 決算額 

７3件 64 件 544,０００ 円 

（５）文化財に係る情報発信・・・・・【資料６】 

市域の歴史・文化財等について話題を提供するため、毎月１号程度のペース

で情報発信チラシ「古民家だより」を発行。情報発信の方法は、市ホームページ

への掲載のほか、大間野町旧中村家住宅・旧東方村中村家住宅での掲示、市

立図書館での配架を行っている。 

令和３年度は第 3０号から第41号までを発行。 

市ホームページの閲覧数   4,1０3 件 
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区分 内容 

発行号数 第３０号（令和３年４月２８日） ～ 第 41 号（令和 4年 3月 2９） 

閲覧数 4,1０3件（令和３年４月１日～令和 4年 3月３１日） 

（６）社会体験チャレンジの受け入れ 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、社会体験チャレンジ事業は中

止となった。 

＜ ⑧―５ 文化財資料等整備に関すること ＞ 

（１） デジタルアーカイブの検討 

デジタルアーカイブシステム構築・運用に係る仕様の作成や契約手法の検

討を行い、令和４年度デジタルアーカイブ導入の準備を行った。また、公益財

団法人図書館振興財団が実施する助成事業に申請し、システム構築の財源確

保に努めた。 

（２）資料の寄贈受領・・・・・【資料７】 

 市内旧家などから３件の寄贈を受領。 

№ 寄贈品 種類 寄贈者 数量 

１ 三野宮卯之助顕彰碑 石碑 越谷ロータリークラブ 1 

２ 山﨑家文書 古文書等 個人 一式 

３ 学校関係資料 写真など 市立西中学校 一式 

（３）保存資料の燻蒸及び脱酸性化処理 

      市史編さん当時に収集した資料や近年寄贈いただいた資料の燻蒸及び脱

酸性化処理を継続的に実施しており、令和３年度は新たに寄贈を受けた資料

（文書保存箱１０箱中５箱分）のくん蒸及び行政文書１４点の脱酸性化処理を

実施した。 

（４）収集済み写真整理 

市史編さん当事に収集したプリント済み写真及びネガの整理を行った。 

（５）公文書の選別・収集 

      保存年限の過ぎた公文書を対象に、廃棄文書目録から一次選別作業を行

い、二次選別に繋げた。  
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①文化財の指定及び解除に関すること 

特になし 

②埋蔵文化財の発掘に関すること 

ア）試掘調査 

埋蔵文化財包蔵地などでの開発に対し実施する 

イ）発掘調査 

・西大袋土地区画整理事業に伴う大道遺跡の発掘調査１か所を実施する 

・個人専用住宅建設に伴う海道西遺跡の発掘調査の実施 

ウ）報告書刊行 

・保育所建設工事に伴い平成２９年度と令和元年度に発掘調査を実施した東

方西口遺跡の報告書を刊行する。 

エ）出土遺物の保存処理 

③無形文化財の助成に関すること 

特になし 

④指定文化財の修理復旧又は滅失、き損防止の措置に関すること 

越谷市文化財保存事業費補助金交付要綱に基づき、１件の事業に対し補助金の

交付を予定している。 

・越谷市指定「久伊豆神社の社叢」樹木診断及び台帳作成事業へ 

1,125,０００ 円 

⑤指定文化財の現状変更の許可及び環境の保全のため必要な施設の勧告に関す

ること 

特になし 

⑥指定文化財の買収に関すること 

特になし 

⑦文化財の出品公開に関すること 

指定文化財の所有者による有形文化財（彫刻）の開帳が４回、保持団体による

民俗行事が２回実施される予定。 

（２）文化財保護事業計画について〔令和４年度に実施する予定の事業〕
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⑧その他、文化財の保存及び活用に関し必要と認める事項 

＜ ⑧―１ 文化財調査委員会に関すること ＞ 

（１）文化財調査委員に関すること 

文化財調査委員会の活動は、年３回の会議開催を予定している。 

  ・第１回会議：令和４年４月２５日（月） 

  ・第２回会議：令和４年１０月頃 

  ・第３回会議：令和５年２月頃 

＜ ⑧―２ 文化財の施設管理に関すること ＞ 

（１）施設管理に関すること 

（Ａ）施設修繕など 

大間野町旧中村家住宅において４件の施設修繕を予定。 

修繕箇所 修繕内容 

主屋壁 令和 3年 1０月 ７日に発生した千葉県北西部を震源とする地震により、

主屋の壁 6ヶ所に亀裂が生じ、一部屋分の京壁が浮いてしまったため、修

繕を行う。 

長屋門下り棟

鬼瓦 

長屋門北西の鬼瓦が落下しており、その他の瓦も落下の危険性がある

ため、鬼瓦を再設置し下り棟のずれを直す修繕を行う。 

北側施設名看

板 

経年劣化で板面の文字が薄くなり判読しにくいとなっていることから、板

面の修繕を行う。また、大間野町旧中村家住宅が令和3年度に国登録有

形文化財（建造物）に登録されたため、新たな板面には文化財名称を記載

する。 

主屋受付コン

セント 

主屋受付内のコンセント差込口が経年劣化で壁から外れそうになってい

るため、交換修繕を行う。 
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（Ｂ）施設の利活用・・・・・・【資料 ８】 

大間野町旧中村家住宅及び旧東方村中村家住宅を利用して伝統文化体験

講座や各種パネル展示などを実施する。 

大間野町旧中村家住宅 旧東方村中村家住宅 

№ 内容 回数  № 内容 回数 

1 伝統文化体験講座 6回  1 伝統文化体験講座 ７回 

2 学校見学 随時  2 学校見学 随時 

3 その他の施設利用 随時  3 防災フェス 6 月 

    4 エコウィーク 1０月 

    5 その他の施設利用 随時 

（Ｃ）高木剪定（県道側） 

大間野町旧中村家住宅の屋敷林のうち、敷地北側の高木の剪定。概ね３年

に一度実施。県道蒲生岩槻線へ出ている高木の剪定。 

（ ）施設パンフレットの作成 

大間野町旧中村家住宅が国登録有形文化財に登録されたこと受け、文化財

建造物としての特徴や魅力を解説するパンフレットを新たに作成する。 

 部数：2０,０００ 部 

＜ ⑧―３ 文化財調査事業に関すること ＞ 

（１）文化財基礎調査 

（Ａ）「越ヶ谷秋まつり」調査 

各町会の祭りの準備及び当日の様子などの調査を行います。 

（Ｂ）石造物調査・・・・・・【資料９】 

市史編さん事業で調査され、『越谷市金石資料集』『越谷市史』で報告され

ている石造物は社会状況の変化や世代交代などによる価値観の変化等により

失われつつあることから、報告資料の現状確認を行うとともに、編さん事業以

降の各種調査・文献などで新たに報告されている資料の調査を行います。 

また、現地にて所在を把握していない石造物を確認した場合は追加で調査

を行います。 

（Ｃ）諸家文書調査 

市史編さん当時に確認した諸家文書のうち、所有者へ返却したものの現状

確認を行います。 



- 12 - 

＜ ⑧―４ 文化財の普及に関すること ＞ 

（１）デジタルアーカイブ事業 

市が所有する歴史資料等の知的資産をデジタル化し、インターネット上で公開

するためのデジタルアーカイブシステムを構築する。 

（２）郷土資料館のあり方検討・・・・・・【資料１０】 

本市における文化財の調査・保存・活用事業の拠点となる郷土資料館のあり方

を検討するため、本市と地域的・歴史的背景が近い中核市及び近隣市町村の博物

館・郷土資料館を対象に、施設の特色や規模、重視している活動、現状及び課題な

どを調査する。 

（３）文化財ボランティア活動の実施 

文化財ボランティアに登録されている２９名に登録・活動継続に関する意向調

査を行った上で、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、在宅でできる活

動を実施する。 

（４）文化財講演会の開催 

令和３年度に新型コロナウイルス感染症拡大防止のため延期とした文化財講

演会「越谷市ゆかりの画家～斎藤豊作・倉田弟次郎」を令和４年７月に開催す

る。 

事業名 開催日 定員 内容など 

越谷市文化

財講演会 

７/９(土) 11０ 人 テーマ：「越谷市ゆかりの画家～斎藤豊作・倉田弟次郎

～」 

講 師：埼玉県立近代美術館職員 

    佐藤あゆか氏 

共 催：ＮＰＯ法人越谷市郷土研究会 

（５）文化財説明板の設置・修繕 

経年劣化によりひび割れや退色が生じている市指定文化財「一乗院の建具」、

「徳川家康の夜具」、「山門」の説明板の修繕を行う。 

（６）社会体験チャレンジの受け入れ 

    学校からの申込みにより随時実施予定。 
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＜ ⑧―５ 文化財資料等整備に関すること ＞ 

（１）諸家文書の整理 

    令和３年度に寄贈を受けた山﨑家文書の燻蒸及び目録作成を実施。実施方法

は民間業者へ委託して実施。 

（２）収集済み写真整理 

市史編さん当事に収集したプリント済み写真及びネガの整理を行う。 

（３）公文書の選別・収集 

    保存年限の過ぎた公文書を対象に、廃棄文書目録から一次選別作業を行い、

二次選別に繋げる。 
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 資料 １  
３ 報告事項 

（１）文化財保護事業結果について〔令和３年度実績〕 

②埋蔵文化財の発掘に関すること 

ア）試掘調査 

＜試掘調査＞ 

№ 遺跡名など 場所 調査期間 目的 結果 

1 越ヶ谷御殿跡 御殿町 R3.6.7 個人専用住宅建設 遺構なし 

2 遺物表採付近 増林地内 R3.8.25 個人専用住宅建設 遺構なし 

3 一番遺跡 越ヶ谷 1700 付近 R3.11.10 個人専用住宅建設 遺構なし 

4 №2 遺跡 大相模一丁目 R4.1.12、13 個人専用住宅建設 遺構なし 

5 遺物表採付近 大泊地内 R4.3.14 個人専用住宅建設 遺構なし 

＜工事立会＞ 

№ 遺跡名など 場所 調査期間 原因 結果 

1 越ヶ谷御殿跡 御殿町 R3.6.7 ガス管設置 遺構なし 

２ 海道西遺跡 大林 R4.2.10 電柱の移設 遺構なし 

イ）発掘調査 

＜発掘調査＞ 

№ 遺跡名 場所 調査期間 面積 結果 

１ 大道遺跡 西大袋土地区画

整理事業 

162 街区 2・3 画

地 

R3.5.6 

～6.15 

160 ㎡ 調査区北西から続く大溝を

確認。溝の上層（肩部分）か

ら焙烙などを確認。 

R2 年度調査で確認した平

安期の落ち込みはこの調査区

では確認されなかった。 

２  西大袋土地区画

整理事業 

162 街区 4画地 

R3.9.8 

～11.26 

150 ㎡ これまで確認されていた大

溝中より、14 世紀代の遺物を

新たに確認。 

３  西大袋土地区画

整理事業 

163 街区 32～34

画地 

R3.11.4 

～ 

R4.２.28 

200 ㎡ （１）江戸時代 

 江戸時代でも２時期がある

と思われる。後半と思われる

土坑からは足袋などの中敷き

と思われる革製品が出土。 

（２）平安時代 

 平安時代には調査区全体と

して北から南に向かって地形

が落ち込んでいる。現地表面

から少なくとも約 2.7ｍは落

ち込むことが判明した。 



- 15 - 

令和３年度 大道遺跡調査箇所 

ウ）出土遺物の保存処理 

東方西口遺跡出土の木製品（小刀木製柄・木製椀）２点及び鉄製品（小刀刃

部）の保存処理を実施。 

①真空凍結乾燥法による木製品の保存処理 ②脱塩処理による小刀刃部の保存処理 

調査地点№１ 

調査地点№２ 

調査地点№３ 
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埋蔵文化財包蔵地地図（試掘・発掘地点） 

「大道遺跡」発掘調査（３か所）

「一番遺跡」試掘№3 

「越ヶ谷御殿跡

・試掘№１

・立会№１
№２遺跡 試掘№４

遺物表採地付近

試掘№２

遺物表採地付近

試掘№５
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【発掘調査 地点３の概要】 

① 今回の調査区と過去の調査の関係（地形の落ち込み） 

平安時代には 

南に向かって 

地形が落ちている 

地形の落ち込み

地形の落ち込み

令和元年度調査

令和３年度調査

2.7ｍ
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② 調査写真 

調査区全景写真（右が北）（１層目江戸時代） 

中敷き出土状況 

フチに沿って縫い目が

良く残っている 
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調査区全景写真（右が北）（２層目平安時代） 

平安時代の地形落ち込み遺物出土状況 

（タワー状に残っている部分に遺物が乗っている＝その深さで遺物が出土した） 
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                                   平安時代の地形 

                                       落ち込み遺物出土状況 

                                   平安時代の地形 

                                       落ち込み遺物出土状況 

                                   平安時代の地形 

                                       落ち込み遺物出土状況 
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 資料 ２  
３ 報告事項 

（１）文化財保護事業結果について〔令和３年度実績〕 

④指定文化財の修理復旧又は滅失、き損防止の措置に関すること 

№
指定 

区分 
文化財名 内容 

事業費 

補助額 

１ 市 久伊豆神社の

社叢 

社叢内の樹木診断及び台帳

の作成（3ヵ年事業の 2年

目） 

総事業費：2,870,000 円 

市補助 ：1,435,000 円 

⑦文化財の出品公開に関すること 

【所有者・保持団体による公開】 

№
指定 

区分 
文化財名 

所有者 

保持団体 
公開日 備考 

１ 県 木造伝正観音菩薩坐像 林泉寺 4 月 18 日（日） ― 

２ 県 下間久里の獅子舞 下間久里 

獅子舞連中 

7 月 18 日（日） 中止 

３ 県 北川崎の虫追い 北川崎自治会 7 月 24 日（土） 公開中止

（規模縮小）

４ 国 木造地蔵菩薩 立像 浄山寺 8 月 24 日（火） ― 

５ 国 木造地蔵菩薩 立像 浄山寺 R4 年 2 月 24（木） ― 

６ 市 木造阿弥陀如来 坐像 清浄院 R4 年 3 月 19 日（土）

～ 21 日（祝） 

【所有者・保持団体以外による公開】 

指定

区分

文化財名 所有者 

保持団体 

公開日 

公開期間 

場所 内容 

－ 青い目の人

形 

越谷市（大沢

小学校） 
3/23～ 

 5/16 

埼玉県立 

歴史と民俗

の博物館 

NHK 大河ドラマ特別展

「青天を衝け～渋沢栄

一のまなざし」 
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 資料 ３  
３ 報告事項 

（１）文化財保護事業結果について〔令和３年度実績〕 

＜ ⑧―２ 文化財の施設管理に関すること ＞ 

（１）大間野町旧中村家住宅の国登録有形文化財への登録について 

登録日：令和３年１０月１４日（官報告示日） 

№ 建物 建築年代等 登録基準 

１ 主屋 大正 3年／平成 15年改修 ①国土の歴史的景観に寄与しているもの 

２ 納屋 明治 21 年／平成 15 年改修 ①国土の歴史的景観に寄与しているもの 

３ 土蔵 明治 2７年／平成 13年改修 ②造形の規範となっているもの 

４ 石蔵 昭和前期／平成 13年改修 ①国土の歴史的景観に寄与しているもの 

５ 御嶽社 大正前期 ②造形の規範となっているもの 

６ 長屋門 明治 1９ 年／平成 15 年改修 ①国土の歴史的景観に寄与しているもの 

【本市の登録有形文化財数】         （令和４年４月１日現在） 
登録年月 場所など 登録物件 件数 

平成 2７年 11 月 木下半助商店 「店舗及び土蔵」（明治後期） 

「石蔵」（明治 42年） 

「主屋」（大正６年頃） 

「稲荷社」（大正６年頃） 

４件 

平成 31 年 3月 旧大野家住宅 「主屋」（明治 3８年頃） 

「土蔵」（明治中期） 

２件 

令和 3年 1０月 大間野町旧中村家住宅 「主屋」（大正 3年） 

「納屋」（明治 21 年） 

「土蔵」（明治 2７年） 

「石蔵」（昭和前期） 

「御嶽社」（大正前期） 

「長屋門」（明治 1９ 年） 

６件 

 計  １２件 

＜登録基準＞ 

文化財保護法に基づき、建築後５０年を経過している建造物で、次のいずれ

かの基準に当てはまるものが対象となる。 

①国土の歴史的景観に寄与しているもの 

②造形の規範となっているもの 

③再現することが容易でないもの 
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 資料 ４  
３ 報告事項 

（１）文化財保護事業結果について〔令和３年度実績〕 

＜ ⑧―２ 文化財の施設管理に関すること ＞ 

（２）施設管理に関すること 

（Ｂ）施設の利活用 

【入館者実績】 

a 対象施設 
№ 名称 所在地 

１ 越谷市保存民家「大間野町旧中村家住宅」 大間野町 1－100－4 

２ 越谷市指定有形文化財「旧東方村中村家住宅」 レイクタウン 9－51 

３ 文化財資料保管庫（旧荻島公民館） 大字南荻島 185－1 

b 入館者実績（単位：人） 

入館者数

合計 

内  訳 

一 般 小中学生 
未就 

学児 

(無料)

通常 減額 免除 小計 通常 減額 免除 小計 

大間野 1,350 813 5 178 996 77 0 223 300 54 

前年比 486 406 2 106 514 50 0 ▲101 ▲51 23 

東方 3,403 1,322 25 1,376 2,723 143 1 289 433 247 

前年比 1,958 642 11 1,080 1,733 71 ▲1 51 121 104 

前年比

合計 
2,444 1,048 13 1,186 2,247 121 ▲1 ▲50 70 127 

c 入館料実績 

開館日数 
入館者数 

（免除含む） 

一般 

(減額含む) 

小中学生 

（減額含む） 
入館料合計 

大間野 308 日 1,350 人
818 人

81,550 円

77 人 

3,850 円 
85,400 円

前年比 132 日 486 人
408 人

40,700 円

50 人 

 2,500 円 
43,200 円

東方 308 日 3,403 人
1,347 人

133,450 円

144 人 

7,170 円 
140,620 円

前年比 133 日 1,958 人
653 人

64,750 円

70 人 

3,530 円 
68,280 円

前年比 

合計 
265 日 2,444 人

1,061 人

105,450 円

170 人 

6,030 円 
111,480 円
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【活用事業】 

D 学校利用実績 

【大間野町旧中村家住宅】 
№ 事業名 開催日 学校名 参加人数 

１ 社会科見学 令和 3年 10 月 7 日 北越谷小学校 4 年生 49 人

２ 社会科見学 令和 3年 11 月 2 日 春日部市立牛島小学校 3 年生 71 人

３ まちたんけん 令和 3年 11 月 17 日 大間野小学校 2 年生 42 人

4 社会科見学 令和 3年 12 月 15 日 新方小学校 3年生 45 人

計 207 人

  【旧東方村中村家住宅】 
№ 事業名 開催日 学校名 参加人数 

１ 社会科見学 令和 3年 5月 11 日 東中学校特別支援学級 15 人

２ 社会科見学 令和 4年 1月 13 日 千間台小学校 3 年 159 人

計 174 人

＜見学風景＞ 

大間野町旧中村家住宅 

旧東方村中村家住宅 
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＜主催事業など実績＞ 

【大間野町旧中村家住宅】 

事業名 開催日 参加

人数 

内容など 備考など 

①展示「市域の火災

と人々」 

7/22（木）

～29（木）

（7日間）

45 人 越ヶ谷地域で発生した江戸

期から明治以降の火災をとり

あげ、火災の状況と復興への

取組を紹介。 

②木目込み人形作り 10/17（日） 10 人 令和 4年の干支である「寅」

の人形を作成。 

（定員）9名 

NPO 法人越谷市郷土

研究会共催

③ネオステンド・ア

ート（樹脂工芸）の壁

掛けつくり 

10/24（日） 10 人 樹脂液を混ぜた絵具を使っ

て立体感のある壁掛けを作

成。 

（定員）6名 

NPO 法人越谷市郷土

研究会共催

④布ぞうり教室 11/7（日） 8人 細く裂いた古着等を編んで

布ぞうりを作成。 

（定員）6名 

NPO 法人越谷市郷土

研究会共催

⑤開館記念イベント 11/17（日） 76 人 昔あそび体験や三ノ宮卯之

助にちなんだ力持ち大会、折

りたたみ椅子作りなどを行っ

た。 

NPO 法人越谷市郷土

研究会共催 

※イベント開催時間

を午前中とした

⑥折り紙教室 11/21（日） 6 名 花や飛行機などの折り紙を

作成。 

（定員）6名 

NPO 法人越谷市郷土

研究会共催

⑦国登録文化財登録

記念事業 

昔のくらしを感じる

講座「昔のくらしと古

民家のつくり」 

3/13(日) 14 名 施設見学および市に寄贈され

る前の建物の写真などを見な

がら、建物の特色や魅力、昔の

生活やそれに伴う建築構造の

特色などを紹介した。 

(定員)15 人 
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【旧東方村中村家住宅】 

事業名 開催日 参加

人数 

内容など 備考など 

①東武健康ハイキン

グ協力事業 

4/4（日） 

 ～ 

4/13（火）

10 日間 

926

人

施設の無料開放 ハイキングは、東武ト

ップツアーズ主催（越

谷市観光協会協力） 

②展示「中村家の女

性たち」 

7/9（金） 

 ～ 

7/11（日）

3日間 

302

人

旧東方村中村家から寄贈され

た古文書類を元に「中村家の女性

たち」をテーマとした展示を実

施。 

東日本旅客鉄道主催の

「駅からハイキング」

と同日開催 

③自分の絵巻物を作

ろう 

8/20（金） 9人 小学生を対象として身近なも

のを使って絵巻物を作り、持ち帰

った。 

（定員）８名 

④見田方遺跡と勾玉

づくり 

8/21（土） 8人 小学生を対象として見田方遺

跡出土の勾玉を観察したのち、キ

ッドを使って勾玉を作成。 

（定員）８名 

NPO 法人越谷ふるさと

プロジェクト共催 

⑤見田方遺跡と勾玉

づくり 

8/23（月） 4人 18 歳以上を対象として見田方

遺跡出土の勾玉を観察したのち、

キッドを使って勾玉を作成。 

（定員）８名 

NPO 法人越谷ふるさと

プロジェクト共催 

⑥レイクタウンエコ

ウィーク協力事業 

10/2（土）

10/3（日）

184

人

レイクタウンエコウィーク開催

期間中の施設の無料開放および

エコに関する展示「心を包む和の

文化『風呂敷』」を実施。 

主催）エコウィーク実

行委員会 

⑦昔のおもちゃを作

って遊ぼう 

10/16（土） 6 人 小学生を対象として竹を使っ

た空気鉄砲やセミ笛などを作成。 

（定員）８名 

NPO 法人越谷ふるさと

プロジェクト共催 

⑧わら細工の鍋敷き

作り 

10/15（金） 8 人 18 歳以上を対象として、わら縄

を使って鍋敷きを作成。 

（定員）８名 

NPO 法人越谷ふるさと

プロジェクト共催 

⑨どんぐり工作 11/20（土） 16 人 どんぐりや木の枝を使って迷路

等の作品を作成。 

（定員）８名 

NPO 法人越谷ふるさと

プロジェクト共催 

★ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった事業 

事業名 時期 開催場所 

①防災フェス協力事業 

（旧東方村中村家住宅の無料開放・防災に係る展示） 

5 月 旧東方村中村家住宅 

②開館記念 「秋のお茶会」 10 月 旧東方村中村家住宅 

③初夏のお茶会 6～7月 大間野町旧中村家住宅 

④お茶会  (開館記念イベント内) 11 月 大間野町旧中村家住宅 
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 資料 ５  
３ 報告事項 

（１）文化財保護事業結果について〔令和３年度実績〕 

＜ ⑧―３ 文化財調査事業に関すること ＞

（１）文化財基礎調査   

№ 調査区分 件数 主な調査項目 

１ 民俗行事の調査 3 越ヶ谷秋まつり調査（久伊豆神社・越ヶ谷の木遣・古写真・

文献調査） 概要報告書作成

宮本町の注連縄作り、瓦曽根稲荷神社の注連縄 

2 埋蔵文化財立ち合い 2 埋蔵文化財立ち合い（越ヶ谷御殿跡・海道西遺跡） 

3 諸家文書調査 2 蒲生中野家文書、山﨑家文書 

4 その他 25 大道遺跡出土品、木食観正碑、斎藤豊作・倉田弟次郎、饂飩

屋絵画、市内小中学校所蔵資料 

 計 32  

＜越ヶ谷秋まつり調査＞

・『越ヶ谷秋まつり調査概報 一』の刊行 

  作成部数：400 部 

＜目 次＞
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 資料 ６  
３ 報告事項 

（１）文化財保護事業結果について〔令和３年度実績〕 

＜ ⑧―４ 文化財の普及に関すること ＞ 

（５）文化財に係る情報発信

令和３年度「古民家だより」発行一覧（令和３年４月～令和４年３月まで） 

号数 発行日 主な内容 主な掲載史料など 

30 号 R3.4.28 ・幕末から明治初期の教科書を通して近代教育

の黎明期を紹介

・幕末の寺子屋の教科書 

・明治初期の教科書

31 号 R3.6.1 ・大間野町旧中村家住宅をとりあげ、気候や季

節への順応した生活様式や建築を紹介。 

・史料からわかる近世町村の成り立ちについて紹介 

・大間野町旧中村家住宅 

・越ヶ谷瓜の蔓 

・大沢猫の爪 

32 号 R3.6.28 ・東武鉄道から下流域の元荒川周辺に点在す

る史跡などを紹介 

葛西用水の伏越、建長元年の板碑、越ヶ

谷御殿跡、「相扶共済」の碑、瓦曽根溜

井防水碑、溜井と河岸場、久伊豆神社、

天嶽寺、大聖寺、旧東方村中村家住宅など

33 号 R3.7.30 ・旧東方村中村家で開催した「中村家の女性た

ち」展に関連し、幕末から昭和初期の中村家の

女性４人をとりあげ、女性像の変化を紹介 

・中村家の家譜 

・高等女学校時代の絵画 

34 号 R3.9.1 ・旧東方村中村家で開催した「市域の火災と

人々」展に関連し、越ヶ谷地域で発生した江戸

期から明治以降の火災をとりあげ、火災の状

況と復興への取組を紹介 

・西方村旧記、・内藤家文書 

・井出家文書・『埼玉公論』第 36 号 

35 号 R3.9.10 ・８月に旧東方村中村家住宅で開催した事業

をとりあげ、伝統文化にふれる機会を紹介 

『自分の絵巻物を作ろう』 

『ひがしかた寺子屋』 

『大人の寺子屋』・旧町名を紹介 

36 号 R3.10.22 ・社会見学の様子を紹介 

・旧東方村中村家で開催した「心を包む和の文

化『風呂敷』展に関連し、展示の様子を紹介 

・満州国地図の風呂敷 

38 号 R3.12.10 ・10 月に国の登録有形文化財に登録された大

間野町旧中村家住宅をとりあげ、建物の特徴

を紹介 

・社会見学の様子を紹介 

39 号 R4.1.17 ・社会見学の様子を紹介（旧東方村中村家住宅

での灯の体験・茅葺屋根実験・天秤棒の体験） 

・市域の電気普及 

・天秤棒、 

40 号 R4.2.25 ・古民家の間取りの特徴 ・「越谷市茅葺民家調査報告」（昭和 62

年）日本工業大学建築学科建築史研究室 

41 号 R4.3.29 ・大間野町旧中村家住宅の国登録有形文化財

登録記念事業の様子 
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 資料 ７  
３ 報告事項 

（１）文化財保護事業結果について〔令和３年度実績〕 

＜ ⑧―５ 文化財資料等整備に関すること ＞ 

（２）資料の寄贈受領・・・・・【資料７】 

寄贈資料№１ （写真１・２） 

（１）寄贈品 三野宮卯之助顕彰碑 

（２）種類 石碑 

（３）寄贈者 越谷ロータリークラブ 

（４）概要 越谷ロータリークラブ６０周年記念事業として「三野宮卯之助顕彰碑」が越谷市へ

寄贈され、中央市民会館前に建立された。顕彰碑は高崎力氏、四日市大学髙島慎

介氏の研究成果をもとにした卯之助の年譜、興行引札や番付などがデザインされて

いる 

寄贈資料№２（写真３・４） 

（１）寄贈品 山﨑家文書 

（２）種類 古文書等 

（３）寄贈者 個人 

（４）概要 寄贈資料は、江戸時代に国学者平田篤胤の門弟として国学を学び、篤胤を支えた

山﨑篤利に関連する史料を中心に、明治時代以降の土地台帳や古写真、民具類。 

寄贈資料には山﨑篤利が写本した書籍に平田篤胤が朱書きして修正した史料や篤

胤との手紙などを含み、資料の多くは『越谷市史』の記述根拠となっているものであ

ることから、本市にとって重要な資料である。 

寄贈資料№３（写真５・６）

（１）寄贈品 学校関係資料 

（２）種類 写真など 

（３）寄贈者 市立西中学校 

（４）概要 寄贈資料は、市立西中学校の前進である旧荻島中学校と旧出羽中学校に関する資

料と、戦前の旧出羽尋常高等小学校・旧出羽国民学校に関する資料など。 

本市の学校教育の変遷に関する貴重な資料である。 

・明治、大正期の生徒などの集合写真4９枚及び卒業アルバム 

・旧荻島中学校徽章など 
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寄贈資料写真 

【写真１】石碑全景          【写真２】石碑正面 

【写真３】平田篤胤朱書き資料     【写真４】越ヶ谷駅開業記念写真（右） 

【写真５】集合写真や卒業アルバム    【写真６】旧荻島中学校徽章 
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 資料 ８  
３ 報告事項 

（２）文化財保護事業計画について（令和４年度に実施する予定の事業） 

（１）施設管理に関すること 

（Ｂ）施設の利活用（主催事業など） 

（学校見学は随時受付） 

月 大間野町旧中村家住宅 旧東方村中村家住宅 

令和４年４月   

令和４年５月   

令和４年６月 ・初夏のお茶会 ・防災フェス（4・5） 

令和４年７月  ・昔のくらしを感じる講座① 

令和４年８月  ・ふるさとプロジェクト共催事業①② 

令和４年９月   

令和４年 1０月  ・開館記念秋のお茶会 

（エコウィーク協力事業） 

・ふるさとプロジェクト共催事業③④ 

令和４年 11 月 ・開館記念イベント（14） 

（郷土研究会共催事業） 

・県民の日入館無料（14） 

令和４年 12月   

令和 5年 1月   

令和 5年 2月   

令和 5年 3月  ・昔のくらしを感じる講座① 

郷土研究会共催事業 

・樹脂工芸 

・木目込み人形 

・折り紙教室 など 
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 資料 ９ 
３ 報告事項 

（２）文化財保護事業計画について（令和４年度に実施する予定の事業） 

＜ ⑧―３ 文化財調査事業に関すること ＞ 

（１）文化財基礎調査 （Ｂ）石造物調査 

１ 調査の対象とするもの 

『越谷市金石資料集』で報告されている№１板碑、№２金石文、№３石塔石仏、№４神社奉納

物のうち、№３の石塔石仏を対象とする。 

№ 区分 時代 報告点数 概要 

１ 板碑 中世 ９5 124９ 年～15７８ 年までの板碑が①一尊、②三尊、③十三

仏、④二十一仏、⑤図三尊、⑥六字名号、⑦七字題目に分けて

報告されている。 

２ 金石文 近世以降 ７９ 金属品や石造物のうち、記念碑・句碑・歌碑・宝篋印塔・墓

石・忠魂碑など。 

３ 石塔石仏 近世以降 1,０63 上記板碑・金石文を除く石造物で、次の 1８区分に分けて報

告されている。 

①庚申塔、②猿田彦、③塞神、④地蔵、⑤観音、⑥馬頭観音、

⑦名号・題目・真言、⑧遠忌供養、⑨不動、⑩十三仏、⑪月待

塔、⑫普請供養、⑬廻国巡礼、⑭出羽三山、⑮道標、⑯水神、

⑰疱瘡神、⑱諸神 

４ 神社奉納物 近世以降 142 御手洗、灯籠の数量のみ報告。 

参拝記念碑、神社仏閣の建造物修繕や敷石、石橋、植木等

の寄進関係記念碑、忠魂碑の多くは紙面の都合上割愛された。 

２ 調査対象とする地区 

 出羽地区 

３ 参考とする既存報告 

 「出羽地区 石仏」 加藤幸一氏 （平成 15年調査・平成 2８年 ７月改訂） 

４ 調査対象点数 

『金石資料集』 加藤氏報告 計 備考 

56点 6９点 125 点 現地で同種の石造物を新たに確認した場合は調査対象とする。 

５ 調査方法 

 市が上記の調査報告をもとに調査対象データを提供し、同行する市職員の指示のもと、民

間調査会社がデータとの確認、写真撮影、計測、観察等を行う。民間調査会社は調査データ

を整理して、市に報告をする。 

６ 調査報告書の刊行 

数地区が終了した時点で刊行を予定。 
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 資料 １０  
３ 報告事項 

（２）文化財保護事業計画について（令和４年度に実施する予定の事業） 

＜ ⑧―４ 文化財の普及に関すること ＞ 

（２）郷土資料館のあり方検討 

１ 令和４年度の活動 

 （１）関東圏の中核市及び近隣自治体の資料館など事例把握 

 （２）市内の文化財の状況把握 

２ 調査方法 

活動事項 調査方法 対象 

（１）関東圏の中核市及び近隣自治体

の資料館など事例把握 

アンケート調査 関東圏の中核市及び近隣自

治体の資料館 

（２）市内文化財の現状把握 資料の現状確認 市内の文化財（市史掲載資

料及び事象）の現状 

３ 主な調査項目（案） 

（１）関東圏の中核市及び近隣自治体の資料館など事例把握 

 【目的】郷土資料館の求められる「施設の機能」や方向性を検証するため、施設の特徴と課

題を把握する。 

№ 調査項目 主な調査内容 ねらい 

１ （１）施設の特色 ①地域の歴史的特色 自然環境的な特徴や時代区分ごとの

特徴を把握し、施設の展示や保存対

象としている資料の特色を把握する。 

  ②施設の特色や規模 

③重視している活動 

ａ)展示・収蔵・活用スペース等の面積

と設備を確認する。 

ｂ)展示や資料収集で重視している分

野やテーマ 

ｃ)施設設置のコンセプトを把握し、い

わゆる博物館機能論でいう、収集、保

管、調査・研究、活用、のうちどの機能

を重視しているのかを把握する。 

d)自治体の中でも複数施設がある場

合は設置毎のコンセプトに差がある場

合があることから、自治体としての方

針を確認する。 

２ （２）施設の現状 ①既存設備などの課題 既存施設・設備の問題点など 

 及び課題 ②利用者ニーズの課題 利用者のニーズの変化に伴う課題 
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（２）市内文化財の現状把握 

【目的】「施設の機能」や方向性を検証するため、本市特有の展示や収蔵対象とすべき事柄な

どを把握する。 

№ 調査項目 主な調査内容 ねらい 

１ 石造物など 石造物調査 市史編さん事業当時に刊行した『越谷

市金石資料集』掲載資料を中心に、石

塔石仏について出羽地区から悉皆調

査を着手する。 

２ 諸家文書 諸家文書所蔵家の確認 市史編さん事業以降、一部の諸家文

書所蔵家を除き、継続的なコンタクト

を取っていないことから、所蔵家の所

在を把握できていない。 

市史等に掲載されている情報をもと

に、所蔵家を訪ねあて、資料の現状に

ついての聞き取りに着手する。 

３ 民俗行事など 民俗行事などの抽出 市史編さん事業当時に刊行した『越谷

市民俗資料集』に掲載されている行事

などを抽出し、データ化を着手する。 

４ その他 歴史的事象の抽出 市史をはじめとする各種刊行物などを

もとに歴史的事象を抽出し、把握でき

ている内容の整理、データ化を着手す

る。 
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『古民家だより』 

（№3０号から№４１号） 


























